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1 はじめに

日本語テキスト音声合成ソフトウェアに漢字仮名
混じり文のテキストが入力された場合、一般的には、
まず付属する形態素辞書を参照してテキスト解析（形
態素解析等）を行なうことによって形態素境界や各形
態素の読み（モーラ列もしくは音素列）・基本アクセ
ント型などの情報を得、それを基に音韻処理（無声
化などを含む処理）と韻律処理（アクセント・イント
ネーション・継続長・パワーなどの処理）がそれぞれ
行なわれ、最終的な波形出力となる。辞書に登録され
ているアクセントの情報は各形態素を単独発声した
ときのものであり、後の韻律処理において、文として
のアクセントを得るための的確な処理（アクセント結
合）が必要となる。アクセント結合処理を規則によっ
て表現し、それを基に日本語テキスト音声合成シス
テムとして実装する研究がなされている [1, 2]。規則
に基づいてすべての事象を網羅することには限界が
あるものの、統計的学習・推定を行なうために必要と
なる自由に利用できる多量の正解ラベル付きデータ
ベースは存在しておらず、難しい状況にある。また、
同じ理由で、規則による処理がどの程度妥当である
かも判定することができない問題もある。
以上のような問題を解決するため、大規模なアク
セントラベリングを計画し、現時点において計画の
およそ四分の一が完成している。

2 特定話者による大規模アクセントラベリ
ングデータベース

2.1 ラベリング対象とする言語事象
日本語東京方言で文を発声する際、文はいくつか
のまとまりに分かれ、それぞれの内部では音の高さが
連続的に変化する。まとまりが始まる箇所ではピッチ
（音の高さ）の上昇が見られ、その後、まとまりの内
部では上昇は無く、ゆるやかに下降してゆく。また、
まとまりの内部には、語彙に依存した比較的急激な
下降箇所がおおむね高々1つ存在する。このようなま
とまりをアクセント句と呼び、急激な下降の箇所を
アクセント核とするのが一般的である。
しかし、実際の発声におけるピッチ変化を観察する
と、明確にアクセント句の分離ができるわけではな
く、複数のアクセント句が影響を及ぼし合い、また、
融合する現象が見られる。これについて、日本語話
し言葉コーパス [3]においては、後続アクセント句の
句頭上昇が見られない程度まで融合が起きていれば
1つのアクセント句として扱うものとするが、同程度
の融合が見られても双方が核を持つアクセント句で
ある場合は、「アクセント句には 1つのアクセント核
しか存在し得ない」との考えに基づき、複数のアクセ
ント句として扱っている。
また、アクセント核についても、発声者や聴取者
にとって知覚されているにもかかわらず実際のピッチ
変化に明確に現れていない場合が存在する [3]。その
上、発声者等の知覚も必ずしも明確ではない。
このように、アクセント句とアクセント核はいず
れも明確に認定できるものでないが、何らかの定義
が必要となる。今回のアクセントラベリングにおい
ては以下のように定義し、これらをラベリング対象
とした。

アクセント句 句頭上昇が見られる箇所をアクセント
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句の境界とする。視覚提示される話速（約 7モー
ラ/秒）に合わせて自然に読んだ場合を想定する。
休止が入った場合も、通常はアクセント句の境
界が生じる。

アクセント核 音の高さが下がる箇所の直前のモーラ。
アクセント句内の出現数は制限しない。意識的
に当該箇所で急激に音の高さを下げそれ以外で
は同じ音の高さで平坦に（イントネーションを
除去して）読むようにした場合に、違和感が生
じない位置をアクセント核と認める。

実際のラベリングでは、文中におけるアクセント
句境界位置とアクセント核位置のラベリングを、1人
のみのラベラに行なわせるものとした。また、文中で
のアクセントと個々の形態素を単独で発声する場合
のアクセントを比較することによる研究で用いるこ
とを想定し、文中に出現するすべての自立語に対し
て単独発声時のアクセントについてのラベリングを
行なわせた。形態素単独発声時のアクセントはアク
セント辞典等に記されているが、アクセント感覚の
個人差を含まないものとするため、文に対するラベ
リングを行なったラベラ自身に、改めて単独発声時に
ついてのラベリングをさせた次第である。
すなわち、ラベリング対象となるのは、
• 文発声時についての “アクセント句境界位置”と

“アクセント核位置”
• 文中に現れる自立語の単独発声時についての “ア
クセント核位置”

であり、これらをすべて 1人のラベラが行なう。自立
語でない形態素については、単独発声を想定すること
は難しく、また、不合理であるため行なっていない。

2.2 使用した文セット
日本音響学会 新聞記事読み上げ音声コーパス

（JNAS）[4]で使用されている文（毎日新聞記事から
選ばれた 16,178文および ATR音素バランス文 503
文）を用いた。既に音声コーパス用に使用されている
文であることから、すべての文におよそ正しい読み
が与えられていること、砕けた文が少なく扱いやす
いことなどによる。
ただし、不自然な読みや誤った読みも散見されるた
め、事前にすべての文の読みを確認し、適切でない箇
所に対しては修正を施した。

2.3 形態素解析
文中に現れる自立語に関するラベリングをおこな
うため、また、ラベリング結果を利用する際の利便
性のため、すべての文に対して形態素解析を行なっ
た。形態素解析の品詞体系はUniDic[5]に基づくもの
とした。
形態素解析作業は、辞書としてUniDicを用いて自

動的に行った後、用意した読みと異なった読みが付与
されたものを中心に手作業で修正した。従って、すべ
て正確に形態素解析が行われているわけではないが、
読みについてはラベリングに用いたものと完全に同
一になっている。

2.4 ラベリング従事者の選定
ラベリング作業に先立ち、ラベラとラベル検査担
当者を選定した。
ラベリング作業をおこなうのは、先に述べた目的
に合わせ、1人のみとした。また、多量の文に対しラ



Fig. 1 ラベリング作業用プログラム

ベリング作業を行なうため誤ったラベルを付与して
しまうことは免れ得ないため、ラベリングの済んだ
すべて文のラベルに目を通し、“誤りが含まれる可能
性がある文”を選び出す作業の従事者（1人, 今後増
員の可能性あり）を、ラベラとは別に用意した。これ
ら 2人はいずれも東京生まれ・東京育ちの大学生であ
り、合唱の団体に所属するため比較的鋭い音感を持っ
ていると推定される。ほぼ同様の学生 6人の中から、
アクセントに関する簡単な教育をした上で試験によっ
て選抜したものである。

2.5 実際のラベリング作業
ラベリング作業は、音声を経ず、テキストに直接ラ
ベルを付与させる形で行なった。音声を経ると極めて
多くの作業時間を要するためであり、また、ラベラに
とっての知覚的なアクセント情報を重視するためで
もある。作業用に、Fig. 1に示したプログラムを作
成し、単純な操作でラベリング作業ができるように
した。
自立語のラベリングでは、完全に単独での発声で
は曖昧性が残るため、名詞には助詞「が」を後続させ
た状態でラベリングをさせ、形容詞には名詞「こと」
が後続することを想定してラベリングをさせる（「こ
と」自体はラベリングの対象としない）などの工夫を
行なった。
この作業により、

• シュ’ト／バ’ンコクデ’ハ／マ’イニチ／ド’コカ
デ／アタラシ’イ／ビ’ルガ／オ’ープン／シテイル

のような文発声ラベリングと、

• シュ’トガ
• アタラシ ’イ
• スル

のような形態素単独発声ラベリングが得られる。な
お、［／］がアクセント句境界位置を、［’］がアクセ
ント核位置を表している。
ラベル検査担当者から誤りの可能性を指摘された
文については、ラベラに確認させ、必要なものは訂正
させた。

3 進捗状況と分析
3.1 進捗状況
現在、4,166文（JNAS新聞記事文の先頭 40ファイ

ル）について、文発声・形態素単独発声の双方のラベ
リングが完了している。今後、用意したすべての文に
対してのラベリングを目指して進めていく。

3.2 分析
現時点で完成している 4,166文での、アクセント句
を構成する形態素の数が Table 1、アクセント句を構
成する品詞列の上位 10種類を表にしたものが Table

Table 1 アクセント句を構成する形態素の数

形態素数 出現数 出現率
1 5079 17.4%
2 9829 33.6%
3 7902 27.0%
4 3972 13.6%
5 1586 5.4%
6 554 1.9%

7以上 303 1.0%

Table 2 アクセント句を構成する品詞列（上位 10種）

品詞列 出現数 出現率
[名][助] 5273 18.0%
[名] 2639 9.0%
[名][名][助] 2180 7.5%
[名][接尾][助] 1409 4.8%
[動][助動] 792 2.7%
[動] 788 2.7%
[名][名] 758 2.6%
[名][接尾] 739 2.5%
[動][助] 571 2.0%
[名][助][助] 541 1.9%
上記以外 13535 46.3%

2 である。4形態素以下のアクセント句が 90% 以上
を占めていることや、品詞列は 11位以下の低い出現
率のものの合計がおよそ半数に達することなどが読
み取れる。

4 おわりに
本論文では、アクセント研究のためのデータベー
ス作成について解説し、現時点での進捗状況につい
て報告した。以後、データの整理およびテキストの著
作権等に関しての問題点を解決した上で、公開をす
る予定である。興味をお持ちの方にはその旨を一報
されたい。
なお、本データベースを用いた統計的アクセント
処理の研究については、[6]を参照していただきたい。
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